
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 107 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 地理探究 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 未定 

副教材等 未定 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

今日、我々が生活する世界はたくさんの国や、たくさんの人々との関係で成り立っています。この

世界がどうなっているのか、これまでの歴史、現在の状況、これからの予測など、世界のかたちを

考えてゆきます。・現代の世界を｢地図｣を基にして考えます。・データを使いながら、データの読

み方、データの扱い方を身に付け、そこから世界を見渡します。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・まず、現代の社会や暮らしのようすを知ろうとすることが重要です 

・次になぜそうなったのかを説明できるようになることが重要です 

・そしてそれを地図化(統計図化)してみましょう。また地図化したものを見てこれまでの社会のあ

り方や未来を考えてみましょう。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・基本的な事項（地名や用語等）

を覚えるだけでなく、関連するこ

とを導き出せることも重要です。

また、覚える際、自分の言葉で置

き換えて記述、説明できるかも大

切です。 

・地図から自然や社会を見る力、

情報を批判的客観的に選択し分

析する力、データから現状や将来

を類推する力を身につけましょ

う。 

・地図、自然、地域、文化、産業、

防災等、それぞれの項目の現状、

経過、課題等を学ぶ中で、理解し

たことや得た知識を様々な角度か

ら考察し、説明や表現できること

が大切です。 

・地球や世界の現状に関心を持つ

ことが、今後の社会との関わり方

や将来設計につながる大切なこと

と考えて、常に「なぜか？」「ど

うなっているのか？」を追求する

姿勢を持って臨んでほしい。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

４ 学習の活動 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1 地

形 

1 地形の成因と地球表面

の起伏 

2 地球規模の大地形 

3 河川流域と海岸にみら

れる小地形 

4 そのほかの特徴的な小

地形 

a: 地球規模の大地形や小地形な

どのさまざまな地形には，どのよ

うな特徴や成因があり，人間活動

とどのように関わっているかに

ついて理解している。 

ｂ：地球規模の大地形や小地形な

どのさまざまな地形には，どのよ

うな特徴や成因があり，人間活動

とどのように関わっているかに

ついて，多面的・多角的に考察し，

表現している。 

ｃ：地形について，よりよい社会

の実現を視野にそこでみられる

課題を主体的に追究しようとし

ている。 

・テスト 

・定期考

査 

・定期考

査 

・レポー

ト 

・授業ノ

ート 

・活動の

様 子 の

観察 

・レポート 

・口頭発

表 

気
候 

1 気候の成り立ち 

2 気候と生態系 

3 世界の気候区分 

4 さまざまな気候帯 

5 気候変動と異常気象 

a: 気温や降水量，風などを要素

とする気候の違いは，どのような

要因で生まれ，人々の生活にどの

ような影響を与えているかにつ

いて理解している。 

ｂ：気温や降水量，風などを要素

とする気候の違いは，どのような

要因で生まれ，人々の生活にどの

ような影響を与えているかにつ

いて，多面的・多角的に考察し，

表現している。 

ｃ：気候について，よりよい社会

の実現を視野にそこでみられる

課題を主体的に追究しようとし

ている。 

・テスト 

・定期考

査 

・定期考

査 

・レポー

ト 

・授業ノ

ート 

・活動の

様 子 の

観察 

・レポート 

・口頭発

表 
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2
 日
本
の
自
然
環
境
、
地
球
環
境
問
題 

１ 日本の地形 

（日本の領域、領土について

も扱う） 

2 日本の気候 

3 開発に伴う災害と防災・減

災の取り組み 

４ 地球環境問題とは 

５ さまざまな地球環境問題 

６ 地球環境問題の解決に向

けた取り組み 

a: 日本列島の地形や気候など多

様な自然環境にはどのような特

徴があり，自然災害とどのように

関係しているかについて理解し

ている。 

さまざまな地球環境問題を解決

して，地球と人類が共存できる持

続可能な社会をつくり出すため

には，どのような考え方で，どの

ような取り組みをすればよいか

について理解している。 

b: 日本列島の地形や気候など多

様な自然環境にはどのような特

徴があり，自然災害とどのように

関係しているかについて，多面

的・多角的に考察し，表現してい

る。 

また、世界的視野から見た日本の

位置（日本の領域を含めて），国

内や国家間の結び付きなどを多

面的・多角的に考察し，表現して

いる。 

さまざまな地球環境問題を解決

して，地球と人類が共存できる持

続可能な社会をつくり出すため

には，どのような考え方で，どの

ような取り組みをすればよいか

について，多面的・多角的に考察

し，表現している。 

c: 日本の自然環境について，よ

りよい社会の実現を視野にそこ

でみられる課題を主体的に追究

しようとしている。 

地球環境問題について，よりよい

社会の実現を視野にそこでみら

れる課題を主体的に追究しよう

としている。 

・テスト 

・定期考

査 

・定期考

査 

・レポー

ト 

・授業ノ

ート 

・活動の

様 子 の

観察 

・レポート 

・口頭発

表 
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農
林
水
産
業
、
食
糧
問
題 

1 農業の発達と分布 

2 農業の地域区分 

3 現代世界の農業の現状と

課題 

4 日本の農業の現状と課題 

5 世界と日本の林業 

6 世界と日本の水産業 

7 世界の食料問題 

8 日本の食料問題 

a: ①自然条件の影響を受けると

ともに，社会条件の変化に伴って

変容してきた農林水産業の分布

や発達には，どのような傾向や規

則性がみられるかについて理解

している。 

食料の分配の世界的な偏りや，飽

食や飢餓がみられる地域とその

原因は何かについて理解してい

る。 

ｂ：自然条件の影響を受けるとと

もに，社会条件の変化に伴って変

容してきた農林水産業の分布や

発達には，どのような傾向や規則

性がみられるかについて，多面

的・多角的に考察し，表現してい

る。 

食料の分配の世界的な偏りや，飽

食や飢餓がみられる地域とその

原因は何かについて，多面的・多

角的に考察し，表現している 

ｃ：農林水産業について，よりよ

い社会の実現を視野にそこでみ

られる課題を主体的に追究しよ

うとしている。 

食料問題について，よりよい社会

の実現を視野にそこでみられる

課題を主体的に追究しようとし

ている。 

・テスト 

・定期考

査 

・定期考

査 

・レポー

ト 

・授業ノ

ート 

・活動の

様 子 の

観察 

・レポート 

・口頭発

表 
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3
 エ

ネ
ル
ギ
ー 

1 エネルギー資源の種類と

利用 

2 化石燃料の分布と利用 

3 電力の利用 

4 鉱産資源の種類と利用 

５ 資源・エネルギーをめぐる

課題 

６ 日本の資源・エネルギー

問題 

a: 世界のエネルギー・鉱産資源

の分布の偏りや，エネルギー・鉱

産資源がどのように生活や産業

に利用されているか，生産や消費

の不均衡をなくすためにどのよ

うなことが行われているかにつ

いて理解している。 

これまでの資源・エネルギー問題

の考え方に対し，今後，資源・エ

ネルギー問題を解決し，持続可能

な社会を実現するためには，どの

ような考え方が必要かについて

理解している。 

ｂ：世界のエネルギー・鉱産資源

の分布の偏りや，エネルギー・鉱

産資源がどのように生活や産業

に利用されているか，生産や消費

の不均衡をなくすためにどのよ

うなことが行われているかにつ

いて，多面的・多角的に考察し，

表現している。 

これまでの資源・エネルギー問題

の考え方に対し，今後，資源・エ

ネルギー問題を解決し，持続可能

な社会を実現するためには，どの

ような考え方が必要かについて，

多面的・多角的に考察し，表現し

ている。 

ｃ：エネルギー・鉱産資源につい

て，よりよい社会の実現を視野に

そこでみられる課題を主体的に

追究しようとしている。 

資源・エネルギー問題について，

よりよい社会の実現を視野にそ

こでみられる課題を主体的に追

究しようとしている。 

・テスト 

・定期考

査 

・定期考

査 

・レポー

ト 

・授業ノ

ート 

・活動の

様 子 の

観察 

・レポート 

・口頭発

表 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


